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１．ＷＨＯプライマリーヘルスケア看護開発協力センター 

１）センター５期目の再委嘱 

   本センターは、2008年４月15日付で、５期目の再委嘱をＷＨＯ, Regional Office for the Western 

Pacific の Regional Director Dr. Shigeru Omi によりなされた。 

   今期（2008年４月から2012年３月）の目標は下記のとおりである。 

⑴ ミレニアム開発目標達成と少子高齢化社会に貢献するプライマリーヘルスにおける看護実践

モデルを評価し、発展させること 

⑵ プライマリーヘルスケアにおける看護のリーダーシップを開発し、増進させること――地域

看護専門看護師、専門看護助産師の育成に関して定期的にモニターし強化すること 

⑶ 個人、家族、地域のエンパワーメントを目指した、エビデンスに基づく実践、 “Best Practice”

を研究、開発し、国内外のネットワークや関連機関への普及に努めること 

⑷ プライマリーヘルスケアにおける看護・助産についての教育と実践を向上するために、研究

やシステム改革を支援すること 

   これらの目標を明記した本センターのパンフレットを新たに作成した。 

２）グローバル・ネットワーク総会 

⑴ ６月23～24日、バンコクでグローバル・ネットワークの総会が開催され、世界の30余のセン

ターが参加し、本センターから堀内成子センター長と田代順子副センター長が出席した。 

⑵ 新事務局、ブラジル、サンパウロ大学にグラスゴーカレドニアン大学から引き継ぎがなされ

た。 

⑶ 西太平洋地区では、日本から、本センター（PHC）、兵庫県立大学地域ケアセンター（災害

看護）、韓国からヨンセイ大学（PHC）、カトリック大学（緩和ケア）、フィリピンからフィリ

ピン大学（PHC）、それ以外に、センター委嘱を考えている香港、オーストラリアの施設から

も参加した。 

⑷ 会期中、アフリカでの看護人材育成に対して、WHO 本部のシニアサイエンティスト Dr. 

Jean Yan の呼びかけで、南アフリカ、ボツワナ、日本の協働で活動ができないかの第１回の

検討会が開かれた。 

３）アフリカ：サブサハラ諸国の看護人材強化のための協働 

クワズールナタール大学、南アフリカ大学、ボツワナ大学、および日本の２センターで今後、

協働するために協働申請書作成会議をクワズールナタール大学で９月22日、23日に開催し、田代

副センター長が参加した。日本国際協力機関（JICA）に助成を申請することを前提に、協働計画

を立案し、11月４日に代表の Dr. Leana Uys と本校の田代副センター長が JICA 東京本部を訪問

し、申請に関する助言と申請要領や時期等の情報を得た。2009年度６月に申請書を提出こととな

った。 

 

Ⅶ 国際活動 
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４）活動報告書（Annual Report 2008）の作成 

⑴ 2008年度の Annual Report を、本センターの目標（Terms of Reference）と WHO Key Result 

Area にそって聖路加看護大学看護学部教員の研究活動の実績をまとめた (添付資料参照)。 

５）研究活動 

 国際医療協力研究委託費20（指定）５「国際保健人材育成のための研修制度、カリキュラム、

教材に関しての研究」の分担班として、大学院修士課程の「ウィメンズヘルス・助産・看護人材

開発協力学」に参画した。研究活動として、大学院で国際助産・看護・保健に関する専攻を持つ

大学院、学部に呼びかけ、11月３日に記念ワークショップを開催し、各教育機関での教育に関し

て情報を共有し、加えて、同意をした教員で、国際助産・看護コンソ－シアムを形成し、今後協

力してカリキュラム、教材を強化していくことになった。 

 この記念ワークショップの講演者として、南アフリカのクワズールナタール大学副学長 Dr. 

Leana Uys を招聘して、「Collaboration to Strengthen Nursing and Midwifery in Africa」(「ア

フリカの助産・看護の強化における日本の看護・助産職への期待と育成」)と題して講演していた

だいた。 

６）国内外への情報提供  

⑴ 雑誌『看護』に「ＷＨＯ ＮＥＷＳ」を隔月掲載し、本センターホームページにも公開してい

る。掲載は下記のとおりである。なお、（ ）は執筆者である。 

 2008年５月60巻５号（平野優子）、７月９号（田代順子）、９月11号（田代順子）、11月13号（長

松康子）、2009年１月61巻１号（小黒道子）、３月３号（眞鍋裕紀子） 

７）国際協力活動 

⑴ 非政府組織との海外派遣協力 

財団法人家族計画国際協力財団（ジョイセフ）が JICA から委託を受けミャンマーで実施す

る「地域展開型リプロダクティブ・ヘルス・プロジェクト」に本学教員(小黒道子センター員)

が助産教育専門家として、計３回派遣された。派遣期間はそれぞれ以下のとおりである。 

a. 平成20年８月11日～９月10日 

b. 平成20年10月11日～10月19日 

c. 平成20年12月23日～平成21年１月10日 

計３回の派遣で、プロジェクト地区における Skilled Birth Attendant の助産技能アセス

メントおよび助産技能研修の実施に関わる技術指導を行った。 

⑵ 日本看護系大学協議会主催で、第12回 East Asian Forum of Nursing Scholors の 学術大会

および理事会が、３月13日㈮・14日㈯で聖路加看護大学を会場に開催された。海外から119名、

日本から134名、計253名の参加があった。会場が本学であり、ＷＨＯ看護開発協力センター員も

運営・実行に参加した。 

⑶ 海外からの研修支援として３回、計49名受け入れ 

 a. 国際交流協会受け入れの看護指導者育成コースおよび母子保健管理コースの研修を５月29

日に23名と10月16日に12名をそれぞれ受け入れ、日本における看護研究に関して講義・施設

見学を支援した。 

 b. 国際医療センター受け入れのベトナム、ハイズゥーン医療技術大学教員６名の看護教育の実
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際に関して、12月５日に受け入れ、研修支援を行った。 

 c. State Islamic 大学学長・教員および宗教省役人の計８名の日本研修を11月７日に受け入れ 

本学教育の説明を行った。 

８）委員会組織(役割) 

  堀内成子（センター長） 

  田代順子（委員長）、小黒道子(Annual Report)、眞鍋裕紀子（広報・ウェブ管理） 

平野優子（会計）、長松康子（コーディネーター）  
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２．国際交流 

 2008年度は、学術交流協定を締結しているタイ・マヒドン大学及び韓国・延世(ヨンセイ)大学か

らの短期交換研修生受入プログラムを実施した。 

 ５月７日から20日まで、マヒドン大学より４名の研修生〔看護学部学生２名(Supattra 
Sangkusolwong, Ananya Muktharagosa)、医学部看護学科ラマティボディ看護学校学生２名 

（Suphalak Hongsri, Sarinee Matem）〕、６月29日から７月12日まで、延世大学より４名の研修生

(Shin Sun Hye，Hong Won Tae，Kim Anes，Park Young Shin)をそれぞれ受け入れた。 

滞在期間中、各研修生は英語による特別講義や本学の演習授業、医療施設での見学実習などの学

習プログラムに参加し、日本の看護や保健福祉医療についての知識を深めた。また、学生国際交流

委員会が企画・運営する交流イベントを通じて本学学生との親交を結び、異文化の尊重・理解を通

じて、双方の学生が国際的視野を広げる機会を得た。あわせて、週末には同窓生・在学生の協力の

もとホームステイ・プログラムを実施し、日本の家庭生活に触れる貴重な体験となった。 

本学からの海外派遣プログラムでは、８月18日から８月29日までの期間、交換研修としては初め

てタイ・マヒドン大学看護学部に４名の学生（３年：荒居康子，山野辺恵子，小池沙織、２年：村

田麻喜恵）を派遣した。また、９月１日から12日まで、４名の学生（３年：今井敬子，斎藤由紀恵，

山田由美、学士11：小塩佳奈）が延世大学にて研修を行い、日韓の文化・看護の違いを学ぶととも

に、韓国学生の旺盛な学習意欲に強い刺激を受けて帰国した。 

今後、タイ・韓国の両大学との交換プログラムの実施を重ねていくことで、協定校間の交流を促

進するとともに、本学学生の異文化体験・理解を通じて、国際性豊かな人材の育成の一端を担うこ

とが期待できるものと考える。 

 

３．研修生の受け入れ 

 外国よりの研修生の受け入れは、５件42名であった（表１）。 

 

表１ 外国よりの研修生受け入れ 

研修期間 氏  名 国  名 研修、内容または分野 
受入機関 

担当教員 

2008.4.24 

 

瀋陽医学院関係者３名 中国遼寧省 

瀋陽医学院 

本学の看護教育の概要につい

て 

NPO 法人日中の環

境と健康を考える会

本学 松谷美和子教授

Ms. LAVOR ブラジル 

Ms. MAPPQUEZ ホンジュラス 

Ms. KHANCHALWEN ラオス 

Ms. DOPSIE パプア･ニュー

ギニア 

Ms. KUDA SINGHASW スリランカ 

Ms. ALI エジプト 

Ms. KOLUBA ウガンダ 

Ms. MUGANGA ウガンダ 

Ms. ANIS-JSEPH バヌアツ 

Mr. NGUYEN ベトナム 

2008.5.29 

Ms. BARGESEM ケニア 

看護リーダーコース A の10名

およびアフリカ各国母子保健

看護管理コース９名に対し、

看護実践・管理の向上（専門

職化）のための看護研究の重

要性を理解する。 

・ 日本の看護研究・実践・教

育の発達と専門職化 

・ 看護研究者の教育につい

て 

国際交流協会 

 

本学 田代順子教授
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研修期間 氏  名 国  名 研修、内容または分野 
受入機関 

担当教員 

Ms. OGRERO ケニア   

Ms. CHIWAULA マラウィ   

Ms. KAURUKA マラウィ 

Ms. BESSARIONE スーダン 

Ms. OMAR RAKIS スーダン 

Ms. NAKALYNGO ウガンダ 

Ms. MBANGWETA ザンビア 

 

Ms. SILONDWA ザンビア 

  

Mr. Cory Lunn 2008.6.30 

～7.11 Mr. Daniel McEwen 

訪問看護 

Mr. Michael Seneca 2008.7.14 

～7.25 Mr. Jesse Adams 

アメリカ 

ノースフロリダ

大学大学院 

専門看護師専攻

成人看護 

聖路加国際病院 

 

本学 堀内成子学部長

Mr. Yaqootshah 

Mahmood 

アフガニスタン

Ms. RIVAS Marlene 

Mardel 

ベリーズ 

Mr. YORK Sottha カンボジア 

Mr. LABLAH Evans 

Mewon Nya 

リベリア 

Ms. SHRESTHA Ishwari 

Devi 

ネパール 

Ms. NIRAULA 

SHRESTHA Goma Devi 

ネパール 

Ms. MAINSOU Natacha 

Fresnel 

ハイチ 

Mr. KHAMEES Ayad 

Mohammad 

イラク 

 

2008.10.8 

 

10.16 

Ms. MAMATA Rani バングラデシュ

開発途上国の看護指導者の看

護管理知識と実践力を向上さ

せ、看護の質を高めるための

実施可能な計画を策定し、実

行することにより参加者の所

属先の看護管理及び看護サー

ビスの質の向上を図る目的で

来日。 

 

① 「学習する組織の構築と

看護管理者の役割」 

② 「看護研究」 

 

 

国際協力機構 JICA
国際看護交流協会 

 

 

 

 

 

本学 

① 井部俊子学長 

② 田代順子教授 

 Mr. Hosneara Klatan 

Khathn Hosneara 

バングラデシュ   

Dr. VC Chinh Dinh ベトナム 

ハイズゥーン医

療技術大学学長

Dr. NUGYEN Lan Hang 同大学基礎医科

学科科長 

Dr. DINH Hang Thi Dieu 同大学管理科

学・国際協力科

科長 

Dr. TRAN Tam Thi Minh 同大学研修科 

科長 

Dr. NGUYEN Loi Minh ベトナム保健省

科学研修局専門家

2008.12.5 

Dr. VC Thu Ha 同省国際協力局

専門家 

日本の看護大学・大学院での

教育管理・運営を聖路加看護

大学により理解する。 

国際協力機構 JICA 

 

国立国際医療セン

ター 

 

本学 田代順子教授
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４．国外への派遣 

  延べ63名の教職員が下表のとおり国外へ出張した。 

氏   名 現  職 期   間 出張国名 経   費 

卯野木 健 助教（ｼﾆｱ） 2008. 5. 3～2008. 5. 8 アメリカ 自費 

堀内 成子 学部長 2008. 5.27～2008. 6. 1 イギリス その他 

江藤 宏美 准教授 2008. 5.27～2008. 6. 6 イギリス ミセスセントジョン記念教育基金 

亀井 智子 教授 2008. 5.29～2008. 6. 1 韓国 招聘 

小松 浩子 教授 2008. 6. 1～2008. 6. 6 アメリカ 文科省科研 

堀内 成子 学部長 2008. 6.22～2008. 6.25 タイ 校務 

畠山 小巻 職員 2008. 6.22～2008. 6.26 タイ 校務 

小山千香子 職員 2008. 6.22～2008. 6.26 タイ 校務 

田代 順子 教授 2008. 6.22～2008. 6.27 タイ 校務 

大久保暢子 准教授 2008. 6.24～2008. 6.28 タイ ミセスセントジョン記念教育基金 

江藤 宏美 准教授 2008. 6.25～2008. 7. 4 アメリカ ミセスセントジョン記念教育基金 

田代 順子 教授 2008. 6.30～2008. 7. 3 フィリピン
その他（SEAMEO&TROPMED 
NETWORK） 

森  明子 教授 2008. 7. 5～2008. 7.10 スペイン 文科省科研 

實﨑 美奈 助教 2008. 7. 5～2008. 7.10 スペイン 文科省科研 

瀬戸屋 希 准教授 2008. 7.13～2008. 7.18 アメリカ 文科省科研 

大久保菜穂子 客員研究員 2008. 7.14～2008. 7.29 ブラジル 文科省科研 

江藤 宏美 准教授 2008. 8. 6～2008. 8.17 アメリカ ミセスセントジョン記念教育基金 

山田 雅子 教授 2008. 8.10～2008. 8.14 タイ 厚労科研 

小松 浩子 教授 2008. 8.10～2008. 8.14 タイ その他（がんプロ） 

廣岡 佳代 助教 2008. 8.10～2008. 8.14 タイ その他（がんプロ） 

大久保暢子 准教授 2008. 8.10～2008. 8.24 アメリカ その他（アリスセントジョン） 

小黒 道子 助教 2008. 8.11～2008. 9.10 ミャンマー その他（ジョイセフ） 

矢ケ崎 香 助教 2008. 8.17～2008. 8.20 シンガポール 文科省科研 

山田 雅子 教授 2008. 8.17～2008. 8.21 シンガポール 厚労科研 

小松 浩子 教授 2008. 8.17～2008. 8.21 シンガポール 文科省科研 

金森 亮子 助教 2008. 8.17～2008. 8.23 シンガポール ミセスセントジョン記念教育基金 

鶴若 麻里 助教 2008. 8.17～2008. 8.23 台湾 文科省科研 

廣岡 佳代 助教 2008. 8.18～2008. 8.23 シンガポール 厚労科研 

市川和可子 助教 2008. 8.18～2008. 8.23 シンガポール 文科省科研 

長松 康子 助教（ｼﾆｱ） 2008. 8.24～2008. 9. 3 フィリピン 校務 

田代 順子 教授 2008. 9.19～2008. 9.25 南アフリカ その他（国際医療協力研究委託費）

外崎 明子 准教授 2008. 9.26～2008.10. 6 アメリカ 文科省科研 

長松 康子 助教（ｼﾆｱ） 2008. 9.29～2008.10. 6 イギリス 文科省科研 

松本 直子 職員 2008.10. 2～2008.10. 6 ドイツ 文科省科研 
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氏   名 現  職 期   間 出張国名 経   費 

堀内 成子 学部長 2008.10. 2～2008.10. 6 ドイツ 文科省科研 

片岡弥恵子 准教授 2008.10. 2～2008.10. 8 ドイツ 文科省科研 

江藤 宏美 准教授 2008.10. 2～2008.10. 8 ドイツ 文科省科研 

小黒 道子 助教 2008.10.11～2008.10.19 ミャンマー その他（ジョイセフ） 

矢ケ崎 香 助教 2008.10.20～2008.10.22 中国 文科省科研 

有森 直子 准教授 2008.11. 7～2008.11.12 アメリカ 文科省科研 

外崎 明子 准教授 2008.11.10～2008.11.18 イギリス 文科省科研 

江藤 宏美 准教授 2008.11.29～2008.12. 6 カナダ その他（文科省委託研究費） 

堀内 成子 学部長 2008.11.29～2008.12. 6 カナダ その他（文科省委託研究費） 

佐居 由美 准教授 2008.12. 3～2008.12. 7 アメリカ 文科省科研 

小黒 道子 助教 2008.12.23～2009. 1.10 ミャンマー その他（ジョイセフ） 

鶴若 麻里 助教 2009. 1.14～2009. 1.17 台湾 文科省科研 

萱間 真美 教授 2009. 1.24～2009. 1.29 アメリカ 文科省科研 

麻原きよみ 教授 2009. 2.10～2009. 2.15 アメリカ 文科省科研 

小林 真朝 助教 2009. 2.10～2009. 2.15 アメリカ 文科省科研 

田代 順子 教授 2009. 2.11～2009. 2.14 韓国 その他(Dr.Ogchel Lee) 

鶴若 麻里 助教 2009. 2.12～2009. 2.15 台湾 文科省科研 

有森 直子 准教授 2009. 3. 4～2009. 3. 8 カナダ 文科省科研 

菱田 治子 教授 2009. 3.12～2009. 3.19 アメリカ 研究費 

深谷 計子 准教授 2009. 3.12～2009. 3.19 アメリカ ミセスセントジョン記念教育基金 

小松 浩子 教授 2009. 3.24～2009. 3.26 台湾 文科省科研 

矢ケ崎 香 助教 2009. 3.24～2009. 3.26 台湾 文科省科研 

市川和可子 助教 2009. 3.24～2009. 3.26 台湾 文科省科研 

平林 優子 准教授 2009. 3.24～2009. 3.29 アメリカ その他(兵庫県立大学科科片田科研)

及川 郁子 教授 2009. 3.24～2009. 3.29 アメリカ 文科省科研 

小野 智美 准教授 2009. 3.24～2009. 4. 5 アメリカ 
文科省科研、 
ミセス・セントジョン記念基金 

眞鍋裕紀子 助教 2009. 3.24～2009. 4. 5 アメリカ 
文科省科研、 
ミセス・セントジョン記念基金 

田代 順子 教授 2009. 3.25～2009. 3.28 フィリピン その他(SEA MEO,TROPMED) 

大久保暢子 准教授 2009. 3.26～2009. 4. 2 アメリカ 文科省科研 

 

 

 

 

 


